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第
三
六
回
国
際
医
学
史
会
議

一
九
九
八
年
九
月
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
開
催
さ
れ

た
、
第
三
六
回
国
際
医
学
史
会
議
に
出
席
し
た
の
で
、
個
人
的
な
見
聞

に
な
る
が
概
要
を
報
告
す
る
。

こ
の
会
議
は
一
九
二
○
年
に
設
立
さ
れ
、
隔
年
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

前
回
は
ギ
リ
シ
ャ
の
コ
ス
島
で
開
か
れ
、
次
回
は
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ

ス
が
開
催
地
で
あ
る
。
日
本
か
ら
は
早
く
故
小
川
鼎
三
先
生
が
参
加
さ

れ
た
と
聞
く
が
、
現
在
ま
で
毎
回
数
人
ず
つ
出
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
今
回
の
参
加
者
は
、
国
際
学
術
委
員
会
の
一
員
で
あ
る
酒
井
シ
ヅ

先
生
、
羽
生
順
一
先
生
、
海
江
田
純
彦
先
生
、
そ
れ
に
私
の
四
人
で
、

酒
井
先
生
は
「
医
学
教
育
に
お
け
る
医
学
史
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報

告
さ
れ
た
。

会
場
は
、
首
都
チ
ュ
ニ
ス
に
近
い
地
中
海
沿
岸
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
、

カ
ル
タ
ゴ
・
パ
レ
ス
・
ホ
テ
ル
で
、
学
会
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
ア
ラ
ブ
・

イ
ス
ラ
ム
医
学
史
、
公
衆
衛
生
、
医
学
教
育
、
医
学
倫
理
な
ど
で
あ
っ

た
。
と
く
に
こ
の
年
は
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
（
ア
ベ
ロ
エ
ス
）
の
八
百
年

祭
に
あ
た
り
、
ア
ラ
ブ
医
学
が
重
点
で
、
そ
の
こ
と
は
講
演
や
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
場
が
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
、
イ
ブ
ン
・
ア
ル
・
ジ
ャ
ザ

一
消
仙
ゞ
恥
息
細
一

－
ル
、
エ
ッ
ザ
ハ
ラ
ー
ウ
イ
（
ア
ル
ブ
カ
シ
ス
）
、
ア
ビ
セ
ン
ナ
な
ど
ア
ラ

ブ
医
学
者
の
名
前
で
呼
ば
れ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
た
。

会
議
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
の
強
力
な
支
持
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、

開
会
式
で
は
総
理
大
臣
エ
ル
・
カ
ル
イ
博
士
が
開
会
演
説
を
行
っ
た
。

日
程
は
、
九
月
六
日
（
Ⅱ
）
登
録
、
七
日
（
月
）
開
会
式
と
学
術
発
表
、

八
日
（
火
）
、
十
日
（
木
）
、
十
一
日
（
金
）
学
術
発
表
、
九
日
（
水
）
公

式
観
光
と
な
っ
て
お
り
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
多
く
の
社
交
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
っ
た
。

公
用
語
は
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、
ス
ラ
イ
ド
は
英

語
と
指
定
さ
れ
て
い
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
語
圏
な
の
で
フ
ラ

ン
ス
語
に
よ
る
発
表
が
多
か
っ
た
が
、
同
時
通
訳
の
設
備
が
十
分
で
な

く
、
私
に
は
演
題
の
全
部
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
会
議

に
参
加
し
た
最
大
の
目
的
で
あ
る
ア
ラ
ブ
医
学
研
究
の
現
況
は
、
充
分

に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

感
銘
を
受
け
た
の
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
人
た
ち
が
自
国
の
医
学
の
歴

史
に
対
し
て
持
つ
誇
り
と
熱
意
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ル
ワ
ン
医
学
校
の
指

導
者
で
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ル
・
ジ
ャ
ザ
ー
ル
が
会
議
の
シ
ン
ボ
ル
に

選
ば
れ
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
会
議
総
裁
ア
ン
マ
ル
教
授
の
「
イ

ブ
ン
・
ア
ル
・
ジ
ャ
ザ
ー
ル
と
カ
イ
ル
ワ
ン
医
学
校
」
と
い
う
発
表
が

あ
り
、
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る
同
名
の
著
書
が
、
参

加
者
全
員
に
贈
ら
れ
た
。

演
題
の
全
部
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ラ
ブ
医
学
研
究
が
新
し

い
時
代
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
感
じ
た
。
そ
れ
は
、
ョ

－
ロ
ッ
パ
人
の
手
を
通
る
前
の
ア
ラ
ブ
医
学
が
研
究
対
象
と
な
り
、
ま
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た
ア
ラ
ブ
諸
国
の
医
史
学
者
に
よ
っ
て
活
発
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
業
績
は
ほ

と
ん
ど
が
ア
ラ
ブ
名
で
呼
ば
れ
、
欧
米
の
学
者
の
ス
ラ
イ
ド
に
も
ア
ラ
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ビ
ア
語
が
書
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
ア
ビ
セ
ン
ナ
、
ア
ベ
ロ
エ
ス
な
ど

の
ラ
テ
ン
名
は
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
、
発
表
で
は
バ
フ
テ
ィ
シ
ュ
ー
、
マ

サ
ワ
イ
ヒ
な
ど
の
名
も
聞
か
れ
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
最
初
に
ア
ラ
ブ
医

学
を
移
植
し
た
の
は
マ
サ
ワ
イ
ヒ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
医
学
者
の
中
で

は
ア
ビ
セ
ン
ナ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
エ
ッ
ザ
ハ
ラ
ー
ウ
イ
（
ア
ル
ブ
カ
シ

ス
）
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。

国
際
学
会
の
一
面
は
、
他
の
国
々
の
研
究
者
と
の
交
流
に
あ
る
。
私

自
身
、
シ
ン
コ
ー
ナ
の
研
究
で
た
び
た
び
引
用
し
た
論
文
の
著
者
ゲ
ラ

教
授
（
ス
ペ
イ
ン
）
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
へ
プ
ラ
イ
大
学
の
コ
テ

ッ
ク
教
授
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
こ
と
を
質
問
し
て
、
き
び
し
い
が
有
益

な
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
に
出
店
し
て
い
た
書
店
で
ア
ラ
ブ
医
学
・
科
学
史
の
二
、
三
を

入
手
し
た
が
、
ア
ラ
ブ
医
学
史
の
古
典
は
な
か
っ
た
。
店
員
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
左
記
の
照
会
先
を
教
え
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
ラ
ビ
ア

語
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
現
代
医
学
の
シ
リ
ー
ズ
な

ど
も
出
版
し
て
い
る
。

Ｐ
罰
シ
国
○
両
ｚ
自
刃
国
司
○
罰
冨
両
ロ
胃
○
シ
Ｆ
眉
目
両
刃
シ
自
己
詞
両

弔
．
○
．
ｍ
ｏ
ｘ
圏
誤
』
邑
閨
ｍ
氏
豐
ス
ロ
ョ
筐
弓

学
会
が
終
わ
っ
た
翌
日
、
一
人
で
古
都
カ
イ
ル
ワ
ン
を
訪
れ
た
。
有

名
な
モ
ス
ク
の
二
、
三
を
見
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
郊
外
に
あ
る
イ
ス
ラ

ム
博
物
館
で
、
羊
皮
紙
に
書
か
れ
た
古
い
コ
ー
ラ
ン
の
手
稿
を
初
め
て

見
て
感
激
し
た
。

（
泉
彪
之
肋
）

「
宗
田
文
庫
披
露
式
」
報
告

本
学
会
の
常
任
理
事
に
あ
ら
れ
た
故
・
宗
田
一
先
生
の
ご
蔵
書
が
、

京
都
の
文
部
省
大
学
共
同
利
用
機
関
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

に
一
括
し
て
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
宗
田
文
庫
披
露
式
が
同
セ
ン
タ
ー
に
て

一
九
九
八
年
九
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。

宗
田
先
生
は
一
九
八
九
年
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
員
と
し
て

九
六
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
研
究
活
動
を
続
け
ら
れ
、
生
前
よ

り
将
来
は
蔵
書
を
同
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
し
て
広
く
公
開
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
遺
志
に
よ
り
、
ご
遺
族
が
自
宅
に
あ
っ

た
蔵
書
類
の
寄
贈
を
申
し
出
、
受
け
取
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
松
田
情
客

員
教
授
（
京
都
大
学
教
授
）
を
中
心
に
蔵
書
の
調
査
を
開
始
し
、
本
年
九

月
に
同
セ
ン
タ
ー
編
刊
の
『
宗
田
文
庫
仮
目
録
」
五
八
五
頁
を
完
成
さ

せ
た
。寄

贈
さ
れ
た
の
は
書
籍
一
万
三
千
百
七
冊
、
画
像
資
料
・
古
地
図
な

ど
三
百
六
十
六
点
な
ど
。
室
町
期
の
古
医
書
写
本
か
ら
明
治
期
の
洋
装

本
、
ま
た
各
種
文
言
・
一
枚
刷
・
雑
誌
類
な
ど
が
あ
る
。
分
野
も
漢
方
・

蘭
学
・
洋
学
ほ
か
、
お
よ
そ
日
本
の
医
薬
を
中
心
と
し
た
医
事
文
化
の

全
分
野
に
お
よ
び
、
宗
田
先
生
の
学
問
の
深
さ
と
広
さ
を
反
映
し
て
い

た
。

当
日
の
披
露
式
に
は
同
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
ほ
か
、
本
学
会
や
洋
学

史
学
会
な
ど
各
界
か
ら
の
出
席
者
が
あ
っ
た
。
ご
遺
族
か
ら
寄
贈
目
録

が
河
合
隼
雄
同
セ
ン
タ
ー
所
長
に
手
渡
さ
れ
、
ご
遺
族
の
挨
拶
と
各
代

表
の
祝
辞
の
後
、
同
文
庫
の
調
査
整
理
に
あ
た
ら
れ
た
松
田
情
教
授
よ
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